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はじめに
　陳壽『三國志』（以下，陳壽『三國志』の本紀・列傳については書名・卷
数を省略する）裴松之注（以下，裴注と略す）に引用された書籍の中で，主
に吳について述べられた史書の一つとして挙げられるのが，裴松之から「条
貫がある」としてある程度評価されている 1 虞溥『江表傳』である。
　しかし，『江表傳』は完全な形では現存しておらず，『三國志』裴注などの
書籍の注類書に引用された部分的な形でしか見ることができない。そのため
もあってか，基礎的かつ総合的な研究がなされているとは言い難い 2。
　そこで，本論文では，佚文を網羅的に収集・整理した成果 3 を踏まえ，そ
の性格に関する基礎的な研究を進めていきたいと考えている。
〔一〕虞溥の傳記と『江表傳』以外の著作
　著者の虞溥（字は允源）については『晉書』卷八十二に傳がある。
　虞溥は高平昌邑の人で，父の虞祕が偏將軍として隴西に鎮した際，虞溥は
それに従って隴西に赴き，古典籍の研究に専念していた。郡によって孝廉に
挙げられ，さらに郎中，次いで尚書都令史に就き，尚書令の衞瓘，尚書の褚
がともに重んじたとされる。『晉書』武帝紀に
　　咸寧……四年……冬十月，以征北大將軍衞瓘爲尚書令。
とあり，
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　　太康……三年……冬十二月甲申……尚書令衞瓘爲司空。
　とあることから，虞溥が尚書令の衞瓘，尚書の褚 に重んじられたのは咸
寧四年（278 年）から太康三年（282 年）のことと思われる。
　虞溥は衞瓘に晉は先王五等の制を復活させるべきだなどと述べたが，衞瓘
は「歴代（王朝）はこれを歎いたが，結局まだ改めることができていない」
と述べている。
　少ししてから公車司馬令に遷り，鄱陽内史となった。大いに学校を建て，
広く学徒を集め，県内に呼びかけ，具さに条制を作ると，七百余人が集まっ
てきたとされるが，県内に呼びかけた際に，
　　自漢氏失御，天下分崩，江表寇隔，久替王教，庠序之訓，廢而莫修。
と述べており，旧孫吳の地域を指す語として「江表」という語を用いている。
さらに，虞溥は誥を作って学問を奨励している。
　虞溥の政治は厳しくも猛ならず，風化は大いに行われたとされ，春秋の経
や伝に注をつけ，『江表傳』や文章詩賦数十篇を著し，洛陽において六十二
歳で亡くなっている。没年については明記されていないが，永嘉の乱で洛陽
が攻略される永嘉五年（311 年）以前ではないかと思われる。とすれば，虞
溥の生年は少なくとも嘉平元年（249 年）以前ということになる。その後，
子の虞勃が長江を渡り，江表傳を元帝に上り，詔して祕書に所蔵させたとさ
れる。
　　『江表傳』以外の虞溥の著作については，『隋書』卷三十五經籍四集部別
集類では
　　東晉鄱陽太守虞溥集二卷
とあり，『舊唐書』卷四十六經籍下丁部集錄別集類に
　　虞溥集二卷
とあるが，鄭樵『通志』卷六十九藝文略第七藝術類第九では
　　東晉鄱陽太守虞溥集三卷
とされている 4。管見の限り，現時点では『虞溥集』の佚文は存在しない。
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〔二〕佚文などから見た虞溥『江表傳』の性格に関する初歩的考察
　現在，輯本として整理した文章の底本となる佚文 5 としては，『三國志』裴
注から 124 条 6，『建康実錄』から１条 7，『北堂書鈔』から２条 8，『藝文類聚』
から５条 9，『事類賦』注から１条 10，『太平御覽』から９条 11，『書叙指南』
から１条 12，『何氏語林』から１条 13，『史記正義』から１条 14，『一切經音義』
15 から１条の計 144 条を挙げることができるが，これらの佚文の内容を踏ま
えた上で，『江表傳』の性格について初歩的な考察を加えてみたい。
　『江表傳』については，『隋書』經籍志には記載がなく，『舊唐書』卷
四十六經籍上乙部史錄雜史類・『新唐書』卷五十八藝文二上乙部史錄雜史類
には「『江表傳』五卷」16 とある。加えて，『宋史』以降の正史の藝文志に『江
表傳』の名が見えなくなることや邵博『聞見後錄』卷九に
神宗惡『後漢書』范嘩姓名，欲更修之。求『東觀漢記』，久之不得，後
高麗以其本附醫官某人來上，神宗已厭代矣。至元祐年，高麗使人言狀，
訪於書省，無知者。醫官已死，於其家得之，藏於中祕。予嘗寫本於呂汲
公家，亦棄之兵火中矣。又予官長安時，或云：「鄠杜民家有『江表傳』，『英
雄志』17」，因爲外臺言之，亟委官以取，民驚懼，遽焚之，世今無此三書矣。
とあることから，『江表傳』は唐代までは存在していたが，唐末五代から北
宋初期に散佚したと思われる。ただ，北宋以降に編纂された『事類賦』注，『太
平御覽』18，『書叙指南』，『何氏語林』などに引用された『江表傳』の典拠が
佚文自体からはよくわからず，今後の検討課題としたい。
　『江表傳』の編纂経緯について，史料や佚文からはよくわからない。形式
については，『江表傳』とあることからも，人物伝の形をとっていた可能性
がある。ただ，例えば吳主傳本文の
　　是歳，改合浦爲珠官郡。
附されている裴注の
江表傳曰：是歳將軍翟丹叛如魏。權恐諸將畏罪而亡，乃下令曰：「自今
諸將有重罪三，然後議。」
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を見ると，君主の列伝については，正史の本紀のように年代順であった可能
性がある。
　完成年代については，おそらく太康三年（282 年）から少し経った頃に鄱
陽内史となった後から史料を収集・整理し，編纂したと思われることや先に
推測した虞溥の没年から，『江表傳』の完成年代は少なくとも西暦 280 年代
中頃から 311 年までのことと考えられる。したがって，『江表傳』とほぼ同
時期，乃至『江表傳』より少し早い太康元年（280 年）から太康五年（284 年）
と考えられる時期に編纂していたと見られる『三國志』19 は『江表傳』を参
照していないと思われる。
　『江表傳』佚文から見た記述された年代の上限については，『史記正義』卷
七項羽本紀に
期遇山東，分爲三處，漢軍不知項羽處。括地志云：「九頭山 20 在滁州全
椒縣西北九十六里。江表傳云：「項羽敗，至烏江。漢兵追羽至此，一日
九戰，因名。」」21
とあり，漢高祖五年（紀元前 202 年）に項羽が漢軍によって烏江に追い詰め
られた頃ということになるが，旧孫吳地域の地名の由来に関する内容である
ことから，地理に関する内容であると思われる。実際に，その次の時期の記
述は，孫破虜（孫堅）傳裴注にある後漢末に孫堅が三つの縣丞を歴任し，高
評価を受けたとの文章になる。仮に『江表傳』が人物伝のような形式であっ
た場合，孫堅の生誕（永寿元年〔155 年〕）の記事があったと想定でき，これ
が上限ということになると見られることから，実質的にはほとんど後漢末以
降の記事ということになるだろう。さらに，この文章から考えれば，旧孫吳
地域の地理に関する他の記述も存在していた可能性がある。
　記述された年代の下限については，佚文から見れば，孫晧傳裴注に孫晧が
吳の滅亡の直前に舅の何植や群臣へ送った書簡があることから，吳が滅亡す
る太康元年（280 年）までは記述があったと思われる。
　『三國志』裴注所引『江表傳』佚文では，陳壽の本文の欠漏 22 や異聞 23 の
補足として引用されることが多いように見受けられるが，これは虞溥が収集
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した鄱陽をはじめとする旧孫吳地域の官衙や官僚の手元に残されていた公
的・私的な資料に依拠したと考えられる。
　また，そもそも陳壽が私的に編纂していた『三國志』吳書（『吳志』）も孫
吳滅亡の際に接収した韋昭『吳書』や胡沖『吳歴』をはじめとする孫吳所蔵
書籍を基に編集したものと考えられる 24 ことや『江表傳』に後漢や孫吳の詔
勅 25，上表文 26，書簡 27，『漢獻帝起居注』のような書籍 28 などが記載されて
いることを踏まえると，虞溥が西晋によって接収された孫吳所蔵書籍や西晋
所蔵の書籍を併せて用いた可能性があることも指摘しておかなければならな
いだろう。
　その上で，荀勗の校書作業が蜀漢や孫吳から接収した書籍整理と旧蜀漢・
旧孫吳の人心慰撫という政治的意図を有していた 29 ことを踏まえて，虞溥が
『江表傳』を編纂した目的を考えると，陳壽が参照した韋昭『吳書』や荀勗
の校書作業などで拾いきれていなかった旧孫吳などの史料を整理し，その史
料をもとに新たに史書を編纂することで，旧孫吳の人心慰撫の補完をしよう
としたと思われる。そのように考えれば，裴注所引『江表傳』佚文が『三國志』
の欠漏や異聞を補うような内容となってもおかしくはないだろう。
　『江表傳』に孫氏政権及び孫吳に関する記述が多いのは当然であるが，そ
れに加えて先に引用した項羽や曹操政権での郗慮・孔融 30，左氏傳を好んで
いた関羽 31，蜀漢の李嚴 32，さらには皇甫嵩とともに張角の弟・張宝と戦っ
た馮翊出身の郭典 33 の記事のように，孫氏政権や孫吳と直接関係がない人物
の記事も存在している。
　ただし，『太平御覽』卷四百九十六にある柳琮 34 については，同じ『太平
御覽』の卷二百六十三では，ほぼ同じ内容の文章が『益部耆舊傳』として引
用されている 35 だけでなく，『華陽國志』巻十にも「柳宗字伯騫」に關する
ほぼ同じ内容の文章が存在する 36 ことから，『江表傳』佚文でない可能性が
高い。
　このように，『太平御覧』などの類書をはじめとする書籍に引用された典
拠の表示が厳密なものでない 37 ことから，上記のような文章が類書の作者に
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よって『江表傳』以外の史書から誤って引用されたものである可能性があり，
孫氏政権や孫吳と全く関係がない記事を『江表傳』佚文として扱う場合に特
に注意を要する。
　しかし，柳琮に関する一文以外は，『江表傳』佚文であることを否定する
根拠もないことから，現時点では（柳琮に関する一文についてはひとまず判
断を留保した上で）上記のような孫氏政権や孫吳と全く関係がない佚文につ
いても『江表傳』佚文と考えておくこととする。
　さらに，『江表傳』として引用された佚文の中に，『三國志』本文とほぼ同
内容の文章が存在していることも指摘できる。
　例えば，典韋に関する『江表傳』佚文としては，『北堂書鈔』卷一百十八・
武功部六・攻戰九の
提雙戟。　江表傳云：典韋性忠至謹重，常晝立侍終日，夜宿帳左右，稀
歸私室。好酒食，飲噉兼人，每賜食於前，大飲長歠，左右相屬，數人
乃供，太祖壯之。韋好持大雙戟與長刀等，軍中爲之語曰：「帳下壯士有
典君，提一雙戟八十斤。」太祖征荊州，至宛，張繡迎降。太祖甚悅。
が挙げられるが，典韋傳本文では
性忠至謹重，常晝立侍終日，夜宿帳左右，稀歸私寢。好酒食，飲噉兼人，
每賜食於前，大飲長歠，左右相屬，數人 乃供，太祖壯之。韋好持大雙
戟與長刀等，軍中爲之語曰：「帳下壯士有典君，提一雙戟八十斤。」太祖
征荊州，至宛，張繡迎降。太祖甚悅，（後略）。
となっており，ほとんど同じ内容である 38。
　ただ，同じように『三國志』本文とほぼ同内容の『江表傳』佚文でも，そ
の直後に『三國志』などには存在しない一文が続いている場合がある。
　馬超・許褚に関連する『江表傳』佚文として，『太平御覽』卷三百八十六・
人事部二十七・健と『太平御覽』卷七百四・服用部十二・嚢の
江表傳曰：魏太祖與馬超單馬會語，超負其多力，嘗置六斛米嚢，東西走馬，
輙製米嚢以量太祖輕重。太祖尋知之曰：「幾爲狡虜所欺。」
が挙げられる。先に述べたように，『太平御覽』典拠の表示が厳密なもので
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ないことから，馬超傳や許褚傳の文章を『江表傳』と誤って引用している可
能性もあるが，馬超傳本文では，
曹公與遂、超單馬會語，超負其多力，陰欲突前捉曹公，曹公左右將許褚
瞋目盻之，超乃不敢動。曹公用賈詡謀，離間超、遂，更相猜疑，軍以大敗。
とあり，許褚傳でも
其後太祖與遂、超等單馬會語，左右皆不得從，唯將褚。超負其力，陰欲
前突太祖，素聞褚勇，疑從騎是褚。乃問太祖曰：「公有虎侯者安在？」
太祖顧指褚，褚瞋目盼之。超不敢動，乃各罷。
とあるように，波線部が共通しているが，その後の文章は『三國志』本文と
は異なり，管見の限り，他の史書にも見受けられないことから，現時点では『江
表傳』佚文の可能性があるものと考えておくこととする。
　以上のように，『江表傳』佚文の中に『三國志』本文とほぼ同じ文章や類
似している文章が複数存在していることが確認できる。ただ，先述のように
『江表傳』と『三國志』がほぼ同時期，ないし『三國志』の方が『江表傳』
より少し早い時期に編纂されたと考えられることや『三國志』と共通する部
分とともに全く異なる部分も含んでいる『江表傳』佚文があることを踏まえ
ると，虞溥が『三國志』によって典拠とされた史籍・資料と同じものから『江
表傳』に引用したために同じ文章となっていると考えることもできる。ただ，
これも先述のように，類書の作者によって『江表傳』以外の史書から誤って
引用されたものである可能性もあることから，今後さらに史料を精査して，
検討を加えていきたい。
　『江表傳』に関する評価としては，陳壽『三國志』高貴郷公紀裴注を見ると，
臣松之……案張璠、虞溥、郭頒皆晉之令史，璠、頒出爲官長，溥，鄱陽
内史。璠撰後漢紀，雖似未成，辭藻可觀。溥著江表傳，亦粗有條貫。惟
頒撰魏晉世語，蹇乏全無宮商，最爲鄙劣，以時有異事，故頗行於世。干寶、
孫盛等多采其言以爲晉書，其中虛錯如此者，往往而有之。
とあり，郭頒『魏晉世語』や干寶『晉紀』・孫盛『晉陽秋』に比してではあ
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るが，『江表傳』は裴松之から「条貫がある」として，ある程度高く評価さ
れている。
　また，『史通』卷五因習第十八には
案國之有僞，其來尚矣。如杜宇作帝，勾踐稱王，孫權建鼎峙之業，蕭
爲附庸之主：而揚雄撰《蜀紀》，子貢著《越絕》，虞裁《江表傳》，蔡述《後
梁史》。考斯衆作，咸是僞書，自可類聚相從，合成一部，何止取東晉一
世十有六家而已乎？
とあり，偽国の史書の一例として『江表傳』を挙げている。
おわりに
　虞溥『江表傳』に関して，史料や佚文に編纂経緯や形式，完成年代に関す
る記述はない。ただ，名称や佚文の内容から列伝の形式であったことや君主
の傳については，本紀のように年代順であった可能性がある。『江表傳』に
記述された年代の上限については，佚文から見ると漢高祖５年（紀元前 202 年）
に関する記事があるが，次の時期の佚文は後漢末の孫堅の若き日の記事とな
り，実質的には孫堅の生誕の記事が上限になると見られる。記述された年代
の下限については，吳の滅亡（太康元年〔280 年〕）まで記述があったと推測
できる。『江表傳』の完成年代の上限は太康３年（282 年）から少し経った時
期，下限は虞溥が亡くなった頃（永嘉五年（311 年）以前）ということになる。
『舊唐書』經籍志・『新唐書』藝文志の記載から唐までは『江表傳』は存在し
たが，『宋史』以降の正史の藝文志に『江表傳』の名が見えなくなることも
考慮すると，五代以後に散逸したものと思われる。
　虞溥が参照した史料としては，鄱陽をはじめとする旧孫吳地域に存した公
的・私的な資料に加え，西晋によって接収された孫吳所蔵書籍も挙げられる
可能性がある。虞溥が『江表傳』を編纂した目的を考えると，韋昭『吳書』
や荀勗の校書作業などで拾いきれていなかった旧孫吳などの史料を整理し，
それをもとに新たに史書を編纂することで，旧孫吳の人心慰撫の補完をしよ
うとしたと思われる。したがって，『江表傳』が韋昭『吳書』などを基にし
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た『三國志』の欠漏や異聞を補うような内容を有していてもおかしくはない。
　内容としては，孫吳に関する記述が多いのは当然であるが，孫氏政権や孫
吳及び長江流域と全く関係がない記事も存在する。また，『江表傳』佚文の
中に『三國志』本文とほぼ同じ文章や類似している文章が複数存在している
が，『江表傳』と『三國志』がほぼ同時期，ないし『三國志』の方が少し早
い時期に編纂されたと考えられることや『三國志』と共通する部分とともに
全く異なる部分も含んでいる『江表傳』佚文があることを踏まえると，虞溥
が『三國志』によって典拠とされた史籍・資料と同じものから『江表傳』に
引用したためだと考えることもできる。ただ，これも先述のように，類書の
作者によって『江表傳』以外の史書から誤って引用されたものである可能性
もあることに注意が必要である。
　今後も佚文の輯本をもとに，虞溥『江表傳』の性格や『三國志』などの史
書との關係についても，さらに考察を深めていきたいと考えている。
 
注
１　（本論文の本文中にも引用した）高貴郷公紀裴注参照。
２　『江表伝』そのものを扱った論文としては，管見の限り，尹仙花「『和名類聚抄』
引用書目の研究―「江表伝」を中心に―」〔以下，「尹仙花前掲論文」と略す〕（『語
学教育研究論叢』28　2011 年）が挙げられるのみである。
３　佚文収集の際に参考にした各種文献は以下の通りである。
西晉・陳壽〔撰〕『三國志』（中華書局  1959 年）
劉宋・范曄〔撰〕『後漢書』（中華書局　1965 年）
梁・沈約〔撰〕『宋書』（中華書局 1974 年）
唐・房玄齢等〔撰〕『晉書』（中華書局  1974 年）
唐・虞世南〔編〕『北堂書鈔』（文海出版社  1962 年）
唐・歐陽詢〔撰〕『藝文類聚』 ( 上海古籍出版社 1982 年 )
唐・魏徴等〔撰〕『羣書治要』（第１卷～第７卷　汲古書院　1989 ～ 91 年）
梁・蕭統〔編〕『文選』唐・李善注（上海古籍出版社 1986 年）
梁・蕭統〔編〕『文選』唐・李善・呂廷祥・呂延済・劉銑・呂尚・李周翰注
（中華書局　1987 年）
唐・徐堅等〔著〕『初學記』（中華書局  1962 年）
宋・李昉等〔編〕『太平御覽』（中華書局  1960 年）
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宋・吳淑〔撰注〕『事類賦』注（中華書局　1989 年）
明・陳耀文〔撰〕『天中記』（上海古籍出版社 1991 年）
明・邢雲路〔撰〕『古今律歷考』
（上海商務印書館　『叢書集成初編』1311 ～ 1323　1936 年）
清・張英等〔撰〕『淵鑑類函』（新興書局　1967 年）
清・張玉書等〔撰〕『佩文韻府』（台湾商務印書館　1937 年，上海書店　1983 年）
清・永瑢・紀昀〔撰〕『景印文淵閣四庫全書』（台湾商務印書館　1986 年）
清・王先謙〔撰〕『後漢書集解』（民國四年長沙王氏刊本　1915 年）
盧弼〔撰〕『三國志集解』（北京古籍出版社  1957 年）
盧弼〔集解〕『三國志集解』（中華書局　2009 年）
新美寛〔編〕鈴木隆一〔補〕『本邦残存典籍による輯佚資料集成　續』
（京都大學人文科學研究所　1968 年）
　最近出版された熊明〔輯校〕『漢魏六朝雜傳集』（中華書局　2017 年）にも『江表傳』
の佚文収集が行われているが，これも参考にさせていただきながら，筆者による更
なる佚文収集・整理の成果は「虞溥『江表傳』輯本」として発表する予定である。
４　『隋書』經籍志や『通志』では「東晉鄱陽太守」とあるが，『晉書』虞溥傳の記述
を踏まえると誤りである。
５　現時点では，収集した佚文の中で同内容の文章がある場合，原則として，引用さ
れた書籍の編纂年代が最も古いものを底本とすることにした。
６　陳壽『三國志』裴松之注所引『江表傳』については，条数も多く，文章が長いも
のも多いので，引用された順に従って番号をつけ，引用されている本紀・列伝名を
列挙し，盧弼〔集解〕『三國志集解』（上海古籍出版社　2009 年）での頁数も加えて
おくこととする。
（裴松之注１）……『三國志』卷一武帝紀，152 ～ 153 頁
（裴松之注２）……『三國志』卷十三鍾繇華歆王朗傳，1224 頁
（裴松之注３）……『三國志』卷三十二先主傳，2347 頁
（裴松之注４）……『三國志』卷三十二先主傳，2347 ～ 2348 頁
（裴松之注５）……『三國志』卷三十二先主傳，2348 頁
（裴松之注６）……『三國志』卷三十二先主傳，2353 頁
（裴松之注７）……『三國志』卷三十六關羽傳，2514 頁
（裴松之注８）……『三國志』卷三十七龐統傳，2544 頁
（裴松之注９）……『三國志』卷四十六孫堅傳，2824 頁
（裴松之注 10）……『三國志』卷四十六孫堅傳，2835 頁
（裴松之注 11）……『三國志』卷四十六孫堅傳，2837 頁
（裴松之注 12）……『三國志』卷四十六孫堅傳，2837 頁
（裴松之注 13）……『三國志』卷四十六孫堅傳，2838 頁
（裴松之注 14）……『三國志』卷四十六孫堅傳，2838 頁
虞溥『江表傳』について（ 51 ）
（裴松之注 15）……『三國志』卷四十六孫策傳，2847 頁
（裴松之注 16）……『三國志』卷四十六孫策傳，2849 ～ 2850 頁
（裴松之注 17）……『三國志』卷四十六孫策傳，2850 頁
（裴松之注 18）……『三國志』卷四十六孫策傳，2851 頁
（裴松之注 19）……『三國志』卷四十六孫策傳，2857 頁
（裴松之注 20）……『三國志』卷四十六孫策傳，2858 頁
（裴松之注 21）……『三國志』卷四十六孫策傳，2860 頁
（裴松之注 22）……『三國志』卷四十六孫策傳，2861 頁
（裴松之注 23）……『三國志』卷四十六孫策傳，2861 ～ 2862 頁
（裴松之注 24）……『三國志』卷四十六孫策傳，2874 頁
（裴松之注 25）……『三國志』卷四十六孫策傳，2875 ～ 2876 頁
（裴松之注 26）……『三國志』卷四十七吳主傳，2883 頁
（裴松之注 27）……『三國志』卷四十七吳主傳，2885 頁
（裴松之注 28）……『三國志』卷四十七吳主傳，2890 頁
（裴松之注 29）……『三國志』卷四十七吳主傳，2898 頁
（裴松之注 30）……『三國志』卷四十七吳主傳，2905 頁
（裴松之注 31）……『三國志』卷四十七吳主傳，2906 ～ 2907 頁
（裴松之注 32）……『三國志』卷四十七吳主傳，2918 頁
（裴松之注 33）……『三國志』卷四十七吳主傳，2923 頁
（裴松之注 34）……『三國志』卷四十七吳主傳，2924 頁
（裴松之注 35）……『三國志』卷四十七吳主傳，2932 頁
（裴松之注 36）……『三國志』卷四十七吳主傳，2935 頁
（裴松之注 37）……『三國志』卷四十七吳主傳，2941 ～ 2942 頁
（裴松之注 38）……『三國志』卷四十七吳主傳，2945 ～ 2946 頁
（裴松之注 39）……『三國志』卷四十七吳主傳，2946 頁
（裴松之注 40）……『三國志』卷四十七吳主傳，2955 頁
（裴松之注 41）……『三國志』卷四十七吳主傳，2957 頁
（裴松之注 42）……『三國志』卷四十七吳主傳，2966 頁
（裴松之注 43）……『三國志』卷四十七吳主傳，2969 頁
（裴松之注 44）……『三國志』卷四十七吳主傳，2970 頁
（裴松之注 45）……『三國志』卷四十七吳主傳，2970 頁
（裴松之注 46）……『三國志』卷四十七吳主傳，2972 頁
（裴松之注 47）……『三國志』卷四十八孫亮傳，2984 頁
（裴松之注 48）……『三國志』卷四十八孫亮傳，2988 頁
（裴松之注 49）……『三國志』卷四十八孫休傳，2994 頁
（裴松之注 50）……『三國志』卷四十八孫休傳，3007 頁
（裴松之注 51）……『三國志』卷四十八孫晧傳，3012 頁
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（裴松之注 52）……『三國志』卷四十八孫晧傳，3015 頁
（裴松之注 53）……『三國志』卷四十八孫晧傳，3022 頁
（裴松之注 54）……『三國志』卷四十八孫晧傳，3026 頁
（裴松之注 55）……『三國志』卷四十八孫晧傳，3032 頁
（裴松之注 56）……『三國志』卷四十八孫晧傳，3033 頁
（裴松之注 57）……『三國志』卷四十八孫晧傳，3039 頁
（裴松之注 58）……『三國志』卷四十八孫晧傳，3039 頁
（裴松之注 59）……『三國志』卷四十八孫晧傳，3044 頁
（裴松之注 60）……『三國志』卷四十八孫晧傳，3057 頁
（裴松之注 61）……『三國志』卷四十九太史慈傳，3091 頁
（裴松之注 62）……『三國志』卷四十九太史慈傳，3091 ～ 3092 頁
（裴松之注 63）……『三國志』卷四十九太史慈傳，3092 頁
（裴松之注 64）……『三國志』卷五十徐夫人傳，3112 頁
（裴松之注 65）……『三國志』卷五十何姫傳，3124 頁
（裴松之注 66）……『三國志』卷五十滕夫人傳，3126 頁
（裴松之注 67）……『三國志』卷五十一孫奐傳，3135 ～ 3136 頁
（裴松之注 68）……『三國志』卷五十一孫賁傳，3137 ～ 3138 頁
（裴松之注 69）……『三國志』卷五十一孫賁傳，3138 頁
（裴松之注 70）……『三國志』卷五十一孫輔傳，3142 ～ 3143 頁
（裴松之注 71）……『三國志』卷五十一孫匡傳，3146 頁
（裴松之注 72）……『三國志』卷五十一孫匡傳，3147 頁
（裴松之注 73）……『三國志』卷五十二張昭傳，3166 頁
（裴松之注 74）……『三國志』卷五十二顧雍傳，3175 頁
（裴松之注 75）……『三國志』卷五十二顧雍傳，3178 頁
（裴松之注 76）……『三國志』卷五十二顧雍傳，3178 頁
（裴松之注 77）……『三國志』卷五十二顧雍傳附顧譚傳，3190 頁
（裴松之注 78）……『三國志』卷五十二諸葛瑾傳，3196 ～ 3197 頁
（裴松之注 79）……『三國志』卷五十二諸葛瑾傳附諸葛融傳，3203 頁
（裴松之注 80）……『三國志』卷五十三張紘傳，3223 頁
（裴松之注 81）……『三國志』卷五十三張紘傳，3226 頁
（裴松之注 82）……『三國志』卷五十三張紘傳附張玄傳，3229 頁
（裴松之注 83）……『三國志』卷五十三張紘傳附張尚傳，3229 頁
（裴松之注 84）……『三國志』卷五十三薛綜傳，3239 頁
（裴松之注 85）……『三國志』卷五十四周瑜傳，3259 頁
（裴松之注 86）……『三國志』卷五十四周瑜傳，3260 頁
（裴松之注 87）……『三國志』卷五十四周瑜傳，3263 ～ 3264 頁
（裴松之注 88）……『三國志』卷五十四周瑜傳，3266 頁
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（裴松之注 89）……『三國志』卷五十四周瑜傳，3269 頁
（裴松之注 90）……『三國志』卷五十四周瑜傳，3269 頁
（裴松之注 91）……『三國志』卷五十四周瑜傳，3274 頁
（裴松之注 92）……『三國志』卷五十四魯肅傳，3286 ～ 3287 頁
（裴松之注 93）……『三國志』卷五十四呂蒙傳，3294 頁
（裴松之注 94）……『三國志』卷五十四呂蒙傳，3305 頁
（裴松之注 95）……『三國志』卷五十五蔣欽傳，3320 頁
（裴松之注 96）……『三國志』卷五十五周泰傳，3322 頁
（裴松之注 97）……『三國志』卷五十五陳武傳，3323 頁
（裴松之注 98）……『三國志』卷五十五甘寧傳，3335 頁
（裴松之注 99）……『三國志』卷五十六朱治傳，3356 ～ 3357 頁
（裴松之注 100）……『三國志』卷五十六朱然傳，3362 ～ 3363 頁
（裴松之注 101）……『三國志』卷五十六呂範傳，3368 頁
（裴松之注 102）……『三國志』卷五十六呂範傳，3372 頁
（裴松之注 103）……『三國志』卷五十六呂範傳，3373 ～ 3374 頁
（裴松之注 104）……『三國志』卷五十七虞翻傳，3386 頁
（裴松之注 105）……『三國志』卷五十七虞翻傳，3388 ～ 3389 頁
（裴松之注 106）……『三國志』卷五十七虞翻傳，3403 頁
（裴松之注 107）……『三國志』卷五十九孫登傳，3492 頁
（裴松之注 108）……『三國志』卷五十九孫奮傳，3512 ～ 3513 頁
（裴松之注 109）……『三國志』卷五十九孫奮傳，3515 頁
（裴松之注 110）……『三國志』卷六十賀齊傳，3524 頁
（裴松之注 111）……『三國志』卷六十全琮傳，3530 頁
（裴松之注 112）……『三國志』卷六十全琮傳，3530 頁
（裴松之注 113）……『三國志』卷六十一潘濬傳，3562 頁
（裴松之注 114）……『三國志』卷六十一潘濬傳，3563 頁
（裴松之注 115）……『三國志』卷六十一潘濬傳，3563 頁
（裴松之注 116）……『三國志』卷六十一陸凱傳，3576 頁
（裴松之注 117）……『三國志』卷六十一陸凱傳，3579 ～ 3580 頁
（裴松之注 118）……『三國志』卷六十四諸葛恪傳，3619 頁
（裴松之注 119）……『三國志』卷六十四諸葛恪傳，3621 頁
（裴松之注 120）……『三國志』卷六十四諸葛恪傳，3621 頁
（裴松之注 121）……『三國志』卷六十四諸葛恪傳，3648 頁
（裴松之注 122）……『三國志』卷六十四孫綝傳，3661 ～ 3662 頁
（裴松之注 123）……『三國志』卷六十五王蕃傳，3674 頁
（裴松之注 124）……『三國志』卷六十五樓玄傳，3678 頁
７　『建康実錄』所引『江表傳』で底本の文章となり得るものは以下の１条である。
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按『吳書』『江表傳』云：自漢末年，吳郡臨平湖草塞不通。吳後主末，忽然自開。
故老相傳：此湖開，即太平。及晉平吳，天下一統。
永嘉初，又草穢。禎明初，又忽開通。
（『建康実錄』卷二十　後主長城公叔寶）
　ただし，『吳書』や『江表傳』からの引用はどこまでなのかがわからない上に，『三
國志』卷四十八孫皓傳本文に
天璽元年，吳郡言臨平湖自漢末草穢壅塞，今更開通。長老相傳，此湖塞，天下亂，
此湖開，天下平。
　とある文章とも類似していることに留意する必要があり，佚文と断定しかねる面が
あるが，現時点では佚文として挙げておくこととする。安田二郎『『梁書』，『陳書』
及び『南史』の史料論的研究』（以下，「安田二郎前掲書」と略す）（平成 12・13・
14 年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）（２）研究成果報告書　2003 年）では，史
書をまとめるにあたって「ハサミとノリ」を活用し先行史書を基として切り貼りし
ていた実例として『建康実錄』を取り上げている。また，同報告書注（72）も参照。
８　『北堂書鈔』所引『江表傳』で底本の文章となり得るものは以下の２條である。
武騎千隊。　江表傳云：魏文帝欲伐吳，望大江歎曰：「吳據江流，且多糧穀。雖武騎千隊，無所用也。」
（『北堂書鈔』卷一百十七　武功部五　軍容九）
飛馬。　江表傳曰：孫權名舸爲馬，言馳如馬之走陸地也。（續補。）
（『北堂書鈔』卷一百三十八　舟部　舸八）
　　　※崔豹『古今注』上雜註第七に
　　　　　孫權時名舸爲赤馬，言如馬之走陸也。又以舟名馳馬。
　　　　とあることに注意が必要である。
９　『藝文類聚』所引『江表傳』で底本の文章となり得るものは以下の５条である。
江表傳曰：孫權以鄭泉爲郎中。嘗爲之言，卿好於衆中面諫，或失禮敬，寧不畏
龍鱗乎。對曰：「臣聞君明臣直，朝廷上下無諱，實恃洪恩，不畏龍鱗。」後侍宴，
權乃怖之，命提出有司治罪。泉臨出，屢顧，權呼還，笑曰：「卿言不畏龍鱗，何
以臨出而顧乎。」對曰：「實恃恩覆，無憂至死，當出閤，感惟威靈，不能不顧耳。」
（『藝文類聚』卷二十五　人部九　嘲戯）
江表傳曰：谷利，孫權奴。
（『藝文類聚』卷三十五　人部十九　奴）
　※（裴松之注 29）では，
……谷利者，本左右給使也，以謹直爲親近監，性忠果亮烈，言不苟且，權
愛信之。
　　　　となっており，内容が少し異なる。
虞溥『江表傳』について（ 55 ）
江表傳曰：南郡獻長鳴承露雞。
（『藝文類聚』卷九十一　鳥部中　雞）
　　　※（裴松之注 31）には
江表傳曰：是歳魏文帝遣使求雀頭香、大貝、明珠、象牙、犀角、玳瑁、孔雀、
翡翠、鬥鴨、長鳴雞。（後略）
　　　　とある。
江表傳曰：孫權遣使詣獻馴象二頭。魏太祖欲知其斤重，咸莫能出其理。鄧王沖
尚幼，乃曰：「置象大舡上 ，刻其所至，秤物以載之，校可知也。」太祖大悅。
（『藝文類聚』卷九十五　獸部下　象）
　　　※参考： 
　　蜀將諸葛亮，討賊還成都。孫權遣勞問之，送馴象二頭與劉禪。
（『藝文類聚』卷九十五　獸部下　象）
江表傳曰：遼東太守，遣使詣孫權，送貂皮千枚，欲舉國歸吳。
（『藝文類聚』卷九十五　獸部下　貂）
10　『事類賦』注所引『江表傳』で底本の文章となり得るものは以下の１条である。
江表傳曰：陸遜攻劉備於夷陵，備捨船歩走，燒皮鎧以斷衜，使兵以錦挽車，走
入白帝。
（『事類賦』卷十　寶貨部　錦　挽車用於劉備）
11　『太平御覽』所引『江表傳』で底本の文章となり得るものは以下の９条である。
江表傳曰：郭典字君業，爲鉅鹿太守，與中郎將董卓攻黄巾賊張寶於下曲陽。典
作圍塹而卓不肯。典曰：「受詔攻賊，有死而巳。」諸將引兵屯東，典獨於西當賊
之衝，晝夜進攻。寶由是城守，不敢出。時爲之語：「郭君圍塹，董將不許，幾
令狐狸，化爲豺虎。頼我郭君，不畏強禦，轉機之間，敵爲窮虜，猗猗惠君，實
邈 土。」
（『太平御覽』卷三百十七　兵部四十八　攻圍上）
※中華書局版『太平御覽』では，『江表傳』が『漢表傳』となっているよう
に見受けられる。
江表傳曰：高句驪金麗王遣使貢孫權角弓。
（『太平御覽』卷三百四十七　兵部七十八　弓）
　　　江表傳：關羽欲襲魯肅，甘寧與羽 會 陽。瀨淺，將渡，寧有所約，令羽遙聞之，
　　　曰：「此甘聲也。」遂不敢渡。
（『太平御覽』卷三百八十八　人事部二十九　聲）
（ 56 ）
江表傳曰：孫權使朱雋徃喩關羽，令降羽乃作像人於城上而潛遁。
（『太平御覽』卷三百九十六　人事部三十七　偶像）
江表傳曰：諸葛亮表都護李嚴，嚴少爲郡職吏，用性深尅，苟利其身。郷里爲嚴
諺曰：「難可狎李鱗甲」。
（『太平御覽』卷四百九十六　人事部一百三十七　諺下）
又曰：柳琮字伯騫，所拔進皆爲時所稱，致位牧守。郷里爲諺曰：「得黄金一笥，
不如爲柳伯騫所識。」
（『太平御覽』卷四百九十六　人事部一百三十七　諺下）
虞溥江表傳曰：張紘事父至孝居貧，躬耕稼帶經而鋤孜孜汲汲，以夜繼日，至于
弱冠無不窮覽。
（『太平御覽』卷六百十一　學部五　勤學）
江表傳曰：呂範討山越，還白事於孫策，従容獨與圍棊因論軍旅。
（『太平御覽』卷七百五十三　工藝部十　圍碁）
江表傳曰：魏文帝遣使於吳求細葛。君臣以爲非禮欲不與。孫權勑付使。
（『太平御覽』卷八百十五　布帛部六　絺綌）
　　また，『太平御覽』所引『江表傳』佚文の可能性があるものとしては，
江表傳曰：太祖與馬超單馬會語，超負其多力，常置六斛米嚢，東西走馬，輒製
米嚢以量，太祖輕重許褚瞋目瞪盻，超瞪直正切，曰：「聞君健將虎侯舟阝在？」太
祖指褚，超乃止。太祖尋知之歎息良久曰：「幾為狡虜所欺。」
（『太平御覽』卷三百八十六　人事部二十七　健）
　　が挙げられるが，これは馬超傳本文と許褚傳本文とほぼ同文である。
12　『書叙指南』所引『江表傳』で底本の文章となり得るものは以下の１条である。
　柑橘曰木奴。江表傳。　　　　　　　　　　　　　（『書叙指南』巻七　瓜果蔬菜）
13　『何氏語林』所引『江表傳』で底本の文章となり得るものは以下の１条である。
　江表傳曰：沈珩弟峻，字叔山，有名譽，但至儉吝。
（『何氏語林』卷二十九　假譎第二十九）
14　『史記正義』所引『江表傳』で底本の文章となり得るものは以下の１条である。
　　　……括地志云：九頭山在滁州全椒縣西北九十六里。
　江表傳云：「項羽敗，至烏江。漢兵追羽至此，一日九戰，因名。」
（『史記』卷七　項羽本紀）
15　『一切經音義』所引『江表傳』で底本の文章となり得るものは以下の１条である。
虞溥『江表傳』について（ 57 ）
　江表傳云：姥，婦人老稱也。
（『一切經音義』卷八十一　老姥齎）
16　『新唐書』卷五十八藝文二上乙部史錄雜傳記類では「三卷」とされる。
17　尹仙花前掲論文では「『江表傳』の英雄志」と考えられている。しかし，『聞見後錄』
卷九に「此三書」とある書籍が『東漢観記』・『江表傳』・『英雄志』でないと「三書」
にならないことや佚文を見る限り「江表傳英雄志」が存在しないことから，現時点
では『英雄志』という独立した書籍の可能性が高いと考えている。
18　『太平御覧』等の類書が参照した『修文殿御覧』に引用されていた可能性がある。
19　江畑武「『三国志』の成立年次」（『阪南論集』人文・自然科學編 36 －２　2000 年）
参照。
20　『太平寰宇記』巻一百二十八・淮南道・滁州・全椒縣・九鬭山や『太平御覽』巻
四十三・地部八・商洛襄鄧淮蔡諸山・九鬭山，『江南通志』巻十八・輿地志・山川八・
潁州府では「九鬭山」とされている。
21　以下，同内容の佚文が裴松之注以外の複数の書籍に記載されている場合，最も古
い時代に編纂されたと想定される書籍からの佚文を引用することとする。
22　例えば，武帝紀裴注にある
虞溥江表傳曰：獻帝嘗特見慮及少府孔融，問融曰：「鴻豫何所優長？」融曰：「可
與适道，未可與權。」慮擧笏曰：「融昔宰北海，政散民流，其權安在也！」遂與
融互相長短，以至不睦。公以書和解之。慮從光祿勳遷爲大夫。
　は，武帝紀本文の
　　　五月丙申，天子使御史大夫郗慮持節策命公爲魏公（後略）。
　に附されており，陳壽『三國志』本文に存在しない郗慮に関する逸話を補足してい
るが，裴松之注所引『江表傳』124 条のうち 122 条がこのように陳壽『三國志』本
文の欠漏を補おうとして引用されたものと見られる。
23　裴松之自身が「異聞」として指摘しているものとしては，例えば王蕃傳裴注の
江表傳曰：皓用巫史之言，謂建業宮不利，乃西巡武昌，仍有遷都之意，恐羣臣
不從，乃大請會，賜將吏。問蕃「射不主皮，爲力不同科，其義云何」？蕃思惟
未答，即於殿上斬蕃。出登來山，使親近將（跳）〔擲〕蕃首，作虎跳狼爭咋齧之，
頭皆碎壞，欲以示威，使衆不敢犯也。
　　　此與本傳不同。
　などが挙げられる。
24　拙稿「韋昭『吳書』について」〔以下，「拙稿１」と略す〕（『創価大学人文論集』
16　2004 年）・「胡沖『吳歴』輯本」（『創価大学人文論集』24　2012 年），拙著『三
国志　正史と小説の狭間』（白帝社　2006 年初版，2009 年第二版，2017 年電子書籍
版〔パンダ・パブリッシング株式会社〕）など参照。
25　後漢の詔勅文が孫討逆（孫策）傳裴注に２つ，孫吳の詔勅文が吳主傳裴注に５つ，
孫休傳裴注に１つ，孫奐傳裴注に１つ，孫奮傳裴注に１つ存在している。
（ 58 ）
26　後漢朝廷への上表文が孫策傳裴注に１つ，孫吳朝廷への上表文が孫晧傳裴注に１
つ，全琮傳裴注に１つ，陸凱傳裴注に４つ存在している。
27　手紙の文章は吳主傳裴注に１つ，孫晧傳裴注に２つ，孫賁傳裴注に１つ，周瑜傳
裴注に２つ，諸葛恪傳裴注に１つ存在している。
28　孫堅傳裴注参照。
29　永田拓治「魏晋期における校書作業と史書編纂」（『中国古代史論叢』９　2017 年）
など参照。
30　本論文注 22 参照。
31　関羽傳裴注参照。
32　本論文注 11 所引『太平御覽』卷四百九十六・人事部一百三十七・諺下参照。
33　 本 論 文 注 11 所 引『 太 平 御 覧 』 卷 三 百 十 七・ 兵 部 四 十 八・ 攻 圍 上， 同 卷
四百九十六・人事部一百三十七・諺下参照。
34　本論文注 11 所引『太平御覽』卷四百九十六・人事部一百三十七・諺下参照。
35　『太平御覽』卷二百六十三・職官部六十一・治中には
　　　 部耆舊傳曰︰柳琮字伯騫。爲治中，與人交結，久而 親，其所拔進，皆世所稱，
　　　致位牧守。鄉里爲之語曰︰「得黃金一笥，不如柳伯騫所識。」
　とある。
36　『華陽國志』巻十上・先賢士女揔讚には
伯騫推賢求善如飢　柳宗字伯騫，成都人也。初結九友共學，號九子。及爲州郡
右職，務在進賢。拔致求次方、張叔遼，王仲曽，殷智孫等，終至牧守。州里爲
諺曰：「得黄金一笥，不如爲伯騫所議」。舉茂才爲陽夏太守。
　とある。
37　安田二郎前掲書などを参照。また，河野六郎〔研究代表〕「三國志に記された東ア
ジアの言語および民族に關する基礎的研究」（平成 2・3・4 年度科學研究費補助金一
般研究（B）研究成果報告書　東洋文庫　1993 年）には『太平御覽』に引用されて
いる『魏志』の中には裴注の文章を加えて『魏志』の本文として引用している場合
があることが指摘されており，拙稿１においても『吳志』本文と裴注所引史籍との
混合文が存在することを指摘している。
　　加えて，本論文注７で引用した『建康実錄』卷二十のように，『吳書』や『江表傳』
からの引用はどこまでなのかがわからない上に，『三国志』巻四十八孫皓傳本文とも
類似しているといったことにも注意が必要である。『江表傳』佚文でも，同様の例が
『御定佩文韻府』（卷一之三・上平聲・一東韻三・公・十八公所引『江表傳』は孫皓
傳裴注所引『吳書』と類似，卷八十五之三・去聲・二十六宥韻三・寇・盪寇將軍所
引『江表傳』は程普傳本文及び評が混入していると思われる）や『御選古文淵鑒』（巻
二十三・晉・張悛・爲吳令謝詢求爲諸孫置守冢人表所引『江表傳』は『三國志』孫
破虜傳裴注所引『吳書』とほぼ同じ），『古今図書集成』（第一百十九卷・方輿彙編・
坤輿典・建都部・紀事所引『江表傳』は『三國志』陸凱傳本文とほぼ同じ）にも存
虞溥『江表傳』について（ 59 ）
在している。
　　類書などの書籍における引用典籍の表記が厳密でないことに関連して，『太平寰宇
記』卷九十所引『江表傳』を見ると，
又虞溥江表傳云：「按晉書：蘇峻初平，温嶠議遷都豫章，三吳之豪請都會稽，
二論紛紜，未有所適。揚州刺史，司徒王導曰：『建康，古之金陵，舊爲帝里，孫
仲謀，劉玄德 言王者之宅，今宜時定。』帝從焉。其所會幽、冀、青、兗之士，秦、
鄭、周、韓之人，五方雜會，各得所理，即晉室之興也。」
（『太平寰宇記』卷九十　江南東道昇州）
　とあるが，『江表傳』の編纂年代に諸家『晉書』が編纂されていなかったと考えられ
ることや文中に登場する王導よりも『江表傳』の編纂年代が前であることから，筆
者はこの一文を『江表傳』佚文と考えていない。
38　他にも，張嶷・費禕に関しては，『北堂書鈔』卷一百二十六・武功部十四・鞭
六十一所引『江表傳』と張嶷傳・費禕傳がほぼ同じ内容である。
